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序 章

最初に考えるべきは、増やし方ではな

く、悩まない暮らしである

新NISAが広がるなかで、多くの人が資産形成を考え始めるようにな

りました。制度が整い、情報も増え、「何を選べばよいか」という話題

は以前よりはるかに身近になっています。

その一方で、私たちはいつの間にか、ある一つの問いに引っ張られ

やすくなっています。

「何がいちばん増えるのか。」

この問い自体は間違っていません。お金を育てたいからこそ、資産

形成を考えるのですから、増える力に関心が向くのは自然なことで

す。実際、株式の長期成長力には筋の通った強さがありますし、全世

界株式へ広く分散して積み立てる考え方にも、確かな合理性がありま

す。

けれども、生活者にとって本当に大切な問いは、それだけではあり

ません。
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本当に大切なのは、いくら増えるかだけではなく、お金のことで悩

みすぎない生活を、どう設計するかです。

評価額が日々気になって落ち着かない。相場が下がるたびに眠りが

浅くなる。ニュースを見るたびに、自分の選択が間違っていたのでは

ないかと不安になる。もしそうした状態が続くなら、理論上はどれほ

ど正しい方法であっても、その人の人生の中では、まだ「よい設計」

とは言い切れません。

本書は、最強の投資法を断言するための本ではありません。読む人

に、ひとつの正解を押しつけるための本でもありません。

本書が目指すのは、外側で鳴り続ける大きな声から少し距離を取

り、自分の暮らし、自分の家計、自分の気質に合った「続けられる設

計」を見つけることです。

だから本書では、資産形成を次の二つの軸で考えます。

増える力：長い時間の中で資産が成長しやすい力

続けられる力：画面の数字が揺れる夜でも、「これでいい」と静かに

スマートフォンを閉じ、いつも通りに眠れる力

この二つは、似ているようで同じではありません。設計の中で本当

に効いてくるのは、多くの場合、この二つをどう両立させるかです。

本書の中心にある思想を、ここで一つだけ先に述べておきます。
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資産形成は、競争ではありません。あなたの生活の一部であり、長

い旅路の中に置かれる設計です。

この本は、その旅に名前を与えます。

Quiet Journey（クワイエット・ジャーニー）。

経済ニュースの見出しや、SNSに流れる断定や、他人の成功談に心

を持っていかれすぎず、自分の歩幅で、自分に合うやり方を見つけて

いく静かな旅です。

派手さはなくてもよい。最速でなくてもよい。大切なのは、外の喧

騒に押し流されず、自分の足で歩き続けられることです。

この旅には、ささやかな順序があります。まず、この『地平』で自

分の足元を確かめる。次に、自分の心と家計を静かに調律する。そし

て最後に、調律した自分の美学を、ひとつの具体的な設計図へと静か

に置き換えていく。本書はその第一歩、すべての出発点となる地平で

す。ここで手にする言葉たちは、やがて来る旅の各段階で、あなたを

支える羅針盤になります。

もしこの本を読みながら、「どれが正しいか」だけではなく、「自分

はどう生きたいか」という問いが立ち上がってくるなら、本書はすで

に役割を果たし始めています。
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※本書は、特定の有価証券の購入や、特定の投資行動を誘導・推奨

する投資助言書ではありません。利回り競争のノイズからあなたの人

生を守るため、家計と心理の不一致を整えるための『思想啓発の設計

図』です。具体的な数理や調律は、すべてあなた自身がメインサイト

の静寂なワーク環境で行う自律の法律に基づきます。



8

私は資産形成によって、何を増やしたいの

だろう。お金そのものだろうか、それと

も、日々の穏やかな安心だろうか。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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第 1 章

なぜ私たちは「増える話」に吸い寄せ

られるのか

新NISAの文脈で、「オルカン（全世界株式）一本」という考え方が

広く支持されてきたのには、はっきりした理由があります。

分かりやすく、合理性があり、そして「短く、強く、単純な言葉」

ほど広がりやすい現代の情報環境と極めて相性が良いからです。

情報が整理され、最初の一歩が踏み出しやすくなるのは、健全な面

でもあります。余計な売買から距離を取れるという意味でも、「シンプ

ルさ」は重要な価値です。

ただし、ここには一つの見えにくい影があります。

「これ以外はすべて間違いである」と言わんばかりの、あまりにも

強すぎる正解の空気は、時に静かな同調圧力となって私たちを縛りま

す。みんなが良いと言っている波に乗れない自分は、勉強不足なので
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はないか。そうした個人の静かな違和感は、喧騒の論理によってかき

消されてしまうのです。

本来、資産形成は「理論上いちばんよいもの」を選ぶだけで完結し

ません。それを自分の家計、自分の心理、自分の暮らしの時間軸に置

いてみたとき、それでも維持できるかどうかまで含めて考える必要が

あります。

ところが、外から流れ込む情報の多くは、私たちのそうした静かな

検討を待ってくれません。人は、情報が多いほど冷静になるのではな

く、むしろ「強い言葉」に引っ張られやすくなります。

オルカン一本に合理性があることと、すべての人にとってそれが最

適であることは、同じではありません。

資産形成の世界で本当に守るべきものは、「みんながそう言ってい

る」という空気ではなく、自分が長く持ち続けられる納得です。その

納得は、他人の声の大きさではなく、自分の生活に照らした静かな確

認の中でしか作れません。

なぜ私たちが「分かりやすい正解」に吸い寄せられやすいのかを理

解し、一歩引いて、「自分にとっての設計」を考え直す。それができて

初めて、情報は材料になり、正解探しは暮らしの設計へと変わりま

す。
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「正しそうな選択」を前にしたとき、私の

心は本当にリラックスしているだろうか。

他人の安心に、ただ相乗りしていないだろ

うか。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き



12

第 2 章

株式の強さを認めたうえで、それでも

生活は一つではない

本書は、株式の長期成長力を曖昧にしません。広く分散しながら企

業群の成長を取り込むという発想には、一貫した根拠があります。

しかし、ここで忘れてはならないのは、株式の強さは理論上の優位

であって、すべての人の毎日に同じ手触りで届くわけではない、とい

うことです。

長期で強いことと、途中が快適であることは別です。

株式は、長い時間軸では成長力を持ちやすい一方で、その途中では

大きな下落を伴うことがあります。

「長期で見れば大丈夫」という言葉は、方向としては正しい面があ

りますが、その言葉だけで、下落局面の体感（不安や迷い）まで消え

るわけではありません。
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暴落時こそ安く買えるという理屈も、途中でやめずに「続けられて

こそ」意味を持ちます。

頭では理解していても、評価額の下落を見続けることには心理的な

負荷があります。そこに仕事の不安、家族の心配、現実の出費が重な

ると、「理屈ではそうだが、今は止めたい」という気持ちは十分に起こ

りえます。

本当に問うべきなのは、その強さを、自分の生活の中で持ち続けら

れるかどうかです。

生活条件が違えば、強い資産の「持ちやすさ」も変わります。資産

形成においては、強い資産を知ることと、自分が持ち続けられる設計

を持つことは、別の仕事なのです。

ここで、一つの静かな発想の転換があります。株式という一つの強

さに、すべてを託さなくてもよい、ということです。世界には、株式

とは異なる呼吸を持つ資産が、いくつも存在しています。荒れる局面

でしばしば違う動きを見せるもの。どの国の約束にも依存しない、静

かな価値の保存装置のようなもの。嵐の夜にも揺れにくい、待機の場

所のようなもの。それらが具体的に何であるかを、本書はここで一つ

一つ並べ立てることはしません。けれど確かなのは、互いに異なる呼

吸を組み合わせることで、全体の揺れは和らぎ、あなたが旅を続けや

すくなる、ということです。それらは、株式の長期成長力を打ち消す
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ためにあるのではなく、その成長に最後まで乗り続けるための、まだ

顔の見えない仲間たちなのです。

家計に無理のない積立額にすること。値動きに心が崩れにくい形を

考えること。生活防衛の観点を軽視しないこと。とりわけ、ここで言

う生活防衛とは、ただの貯金ではありません。何が起きても1ミリも傷

つけない、暮らしと家族の絶対防衛のための『absolute防衛資金』

を、最初に確定させておくことを指します。

これらは、株式の力を弱めるための工夫ではありません。むしろ、

その長期成長力に、最後まで心地よく乗り続けるための知恵なので

す。
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私がこれからの人生で一番大切に守りたい

ものは、資産の数字だろうか。それとも、

家族と過ごす穏やかな時間や、健やかな睡

眠だろうか。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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第 3 章

続けられる設計とは、心と暮らしの折

り合いをつけること

暴落時に投資をやめてしまう人を見ると、私たちはつい「覚悟が足

りなかったのではないか」と考えがちです。しかし実際には、知識が

ある人でも揺れます。

相場が大きく下がる局面では、数字だけが動くのではありません。

ニュースやSNSの空気が変わり、周囲が悲観の色を帯びはじめます。

すると人は、投資判断だけを切り離して冷静に考えることが難しくな

ります。

画面の中で資産額が減っていくのを見ると、心は先に揺れ、自分の

未来が傷ついたように感じられることがあります。

ここで重要なのは、不安になる自分を弱いと決めつけないことで

す。不安は、自然な反応です。問題は、その不安に対して、自分の設
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計が合っているかどうかです。

私たちはつい、家計が順調な「最も調子が良い時の自分」を基準に

して、未来の投資額を決めてしまいがちです。

けれども、本当に設計の強さが試されるのは、仕事で疲れ果て、予

期せぬ出費が重なり、さらに世界的な暴落が起きたという「最悪の夜

の自分」においてです。

成長力だけを見て、自分には重すぎる形を選んでしまうと、荒れた

局面で苦しくなります。これは根性論で解決すべき話ではありませ

ん。生活と設計の折り合いが取れていなかった、と考えるほうが建設

的です。だからこそ大切なのは、自分が受け入れられる『最大許容含

み損』を、その場の感情にゆだねるのではなく、あらかじめ厳格な数

理として可視化・言語化しておく規律です。どこまでの下落なら静か

に眠れるのか。その境界を、気分ではなく、はっきりとした数として

持っておくこと。この一線こそが、荒れた夜のあなたを支える、見え

ない手すりになります。

続けられる力とは、意志の強さのことではありません。それは、家

計・心理・生活条件と、資産形成の設計が美しく噛み合っている状態

のことです。私たちは、この「噛み合っていく作業」を、調律（ちょ

うりつ）と呼びます。楽器が美しい音を奏でるために少しずつ弦を整

えるように、あなたの心と家計と設計を、無理のない一点へとそっと
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合わせていく。資産形成とは、本来、この静かな調律の積み重ねなの

です。

資産形成に必要なのは、「強い心」より「崩れにくい土台」です。自

分がどこで揺れ、どこなら心地よく持ちこたえられるのか。平時だけ

でなく、不安時の自分でも維持可能である形を、自分の生活条件から

作り出す必要があります。
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私が「少し無理をしているな」と感じる瞬

間はどんなときだろう。理想の利回りでは

なく、今の現実に合わせた歩幅になってい

るだろうか。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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第 4 章

Q u i e t  Jo u r n e yA外側のノイズか

ら、自分の歩幅を守る

資産形成について考えるとき、多くの人は「何を買うか」に意識を

向けます。もちろん、それは重要です。けれども、現代の生活者に

とって、もう一つ見落としてはならない項目があります。

それが、「何の情報と、どの距離で付き合うか」です。

将来不安を煽る見出しや、SNSの成功談、暴落時の悲鳴。これら

は、読み手の歩幅を乱すノイズになりえます。

ノイズとは、情報量の多さではありません。自分の生活から切り離

された速度で、判断を急がせてくるもののことです。

Quiet Journey とは、情報を断つことではありません。そうではな

く、外の速度に、自分の人生の速度を乗っ取られない態度のことで

す。
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ここで、本書が大切にする一つの言葉を置いておきます。歩幅（ほ

はば）です。歩幅とは、あなたが無理なく、心地よく進み続けられる

速度のことです。誰かの歩幅は、あなたの歩幅ではありません。年収

も、家族構成も、眠りの深さも、人それぞれに違うのですから、進む

速さが違って当然です。資産形成における最大の失敗の多くは、能力

の不足からではなく、他人の歩幅を自分の歩幅と取り違えたところか

ら始まります。

周囲の人が騒ぎ始めると、自分も判断を急がなければならないよう

に感じます。何もしないことが、遅れや弱さのように見えてくること

さえあります。けれども、本当に危険なのは、暴落そのものよりも、

他人のテンポで意思決定してしまうことです。

静かな設計は、熱狂や不安の洪水の中では作れません。だからこ

そ、ノイズとの付き合い方そのものを設計の一部として扱います。

相場アプリを開く頻度をそっと減らす

断定的な投資論を追いかけすぎない

不安な日は、静かに画面を閉じて翌日に持ち越す

これは消極性ではなく、知的な防衛です。何を取り入れるかと同じ

くらい、何を遮断するかが、その人の暮らしの静けさを決めます。
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世界がどれほど騒がしくても、静かにスマートフォンを閉じられる

こと。それこそが、長い資産形成における、決定的な強さになりま

す。
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スマートフォンを閉じたとき、私の部屋に

広がる静けさ。その静けさよりも大切な情

報が、本当にあの画面の中にあっただろう

か。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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第 5 章

4つの基本形は、投資分類ではなく、

生活の美学である

4つの基本形は、読者に一つの答えを押しつけるためのものではあり

ません。自分の位置を考えやすくするための整理枠です。

これは単なる運用スタイルの違いではなく、生活のどこに美学を置

くかを言葉にしたものです。

資産運用の4つの美学マトリクス
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1 .  成長重視型

優先する美学 未来への最大投資、世界の呼吸との同調

引き受ける特徴 数年単位の莫大な含み損を受け入れる精神的

タフネス

具体的設計の目処 株式比率：80〜100%／生活防衛資金：最低限

2 .  継続成長型

優先する美学 成長と足元の均衡、前進と安定の架け橋

引き受ける特徴 爆発的なリターンの放棄、定期的なリバランス

具体的設計の目処 株式比率：60〜80%／債券や金での補完
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3 .  安定継続型

優先する美学 静かな複利への一任、日々の穏やかな睡眠

引き受ける特徴 資産形成スピードの低下、周囲の爆益報告へ

の忍耐

具体的設計の目処 株式比率：40〜60%／現金・安全資産を厚め

に

4 .  安定重視型

優先する美学 暮らしと家族の絶対防衛、1ミリも傷つけない

潔さ

引き受ける特徴 インフレによる現金の購買力目減りリスクの許

容

具体的設計の目処 株式比率：0〜30%／徹底した現金確保

人は、自分に合わない美学を借りて生きると、どこかで苦しくなり

ます。揺れに弱いのに平気な顔をしたり、守りたいものがあるのに強

さの言葉に押されて無理をしたり。そうした無理は、平時には見えに

くくても、荒れた局面で必ず表に出てきます。
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そして、ここに本書の静かな核心があります。この4つの美学は、た

だの心構えで終わるものではありません。それぞれの美学は、やがて

具体的な「資産の配り方」へと姿を変えていくAその入り口にあな

たは立っているのです。世界には、成長を取り込むための素材もあれ

ば、それと異なる呼吸で揺れを和らげる素材もあります。どんな素材

があり、それを自分の美学に応じてどう配り合わせるのか。その具体

的な配色は、本書の役割を超えた、もう一歩先の世界に用意されてい

ます。本書の終わりに、そこへ渡る一本の橋が、朝靄のなかにそっと

架けられています。いまは、その気配だけを感じておけば十分です。

けれど確かなのは、同じ素材を使いながら、配合だけが一人ひとり違

うということ。それはまるで、同じ絵の具で、誰もが自分だけの風景

を描くようなものです。美学とは、その配色を決める、あなたの内な

る基準なのです。

どの型が最も増えるかではなく、どの姿勢が最も静かに続けられる

か。その問いのほうが、長い旅でははるかに大切です。
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この4つの美学を眺めたとき、私の心が一

番「ほっとする」のはどの場所だろう。他

人の目を気にせず、自分の素直な気質で選

ぶならどれだろう。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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第 6 章

答えを当てるのではなく、自分の輪郭

を知る

自分に合う基本形は、頭の中だけでは見つかりにくいものです。な

ぜなら、人は考えているつもりでも、しばしば「理想の自分（もっと

耐えられるはずだ、もっと冷静なはずだ）」を前提にしてしまいがちだ

からです。

けれども、設計を支えるのは理想像ではなく、現実の生活です。

どの商品を選ぶかより先に、どんな暮らしの上に積み立てるのか。

どの比率にするかより先に、どこで自分が崩れるのか。

毎月、本当に無理なく手放せる金額

これから数年で予想される、暮らしの変化や支出

数字が下がったとき、自分の心がどう反応するか
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守りたい生活条件（睡眠、家族の安心、仕事への集中）

これらを静かに見つめることにこそ、設計の核心があります。世間

の正解に寄せようとせず、あなたの疲れ方、あなたの不安の出方、あ

なたの生活の守りたい部分を、ただ素直に眺めてみてください。そこ

にこそ、あなただけの設計の輪郭があります。

ただ、正直に申し上げておきたいことがあります。この「自分の輪

郭を知る」という作業は、ひとり静かに本を読むだけでは、最後の一

歩までは届きにくいのです。なぜなら輪郭とは、頭で考えた言葉では

なく、自分の数字を実際に置いてみてはじめて、くっきりと姿を現す

ものだからです。毎月の積立額を一つ入れてみる。最悪の夜に耐えら

れる含み損の一線を引いてみる。守りの資産をどれだけ厚くするか決

めてみる。そうやって自分の数字を一つずつ置いていく静かな作業の

ための場所が、この旅の先には用意されています。本書はその扉の前

まで、あなたを連れて行く案内人です。

Quiet Journey とは、遠くへ行くために他人の地図を借りることで

はありません。自分の歩幅に合う道を、自分の手で確かめながら進む

ことです。
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家計が最も苦しい月を想像してみる。その

ときでも、何一つ不安を覚えずに、そっと

見守り続けられる積立額はいくらだろう。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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第 7 章

最も静かな道具は、すでに、どこかに

置かれている

ここまで歩いてきて、一つだけ、そっとお伝えしておきたいことが

あります。それはA本当に賢明な道具ほど、声高に語られない、と

いうことです。

世の中には、派手な約束で語られる商品が、あふれています。明日

を当てる、近道を行く、人より速く増やす。そうした言葉は、いつも

喧騒の側から聞こえてきます。けれども、長い旅を本当に支えてくれ

る道具は、たいてい、その喧騒の対極にあります。地味で、静かで、

驚くほど控えめに、ただそこに置かれている。

私はここで、その道具の名前を声高に挙げることはしません。い

え、本当のことを言えばA挙げないほうがいい、と考えているので

す。なぜなら、誰かに「これが正解です」と手渡された道具は、不思
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議なことに、長くは使い続けられないからです。人は、自分の手で確

かめ、自分の納得で選び取ったものだけを、嵐の夜にも手放さずにい

られる。借りものの正解は、最初の暴落で、いとも簡単にこぼれ落ち

てしまうのです。

だから、ここでお伝えできるのは、ただ一つの「気配」だけです。

世界の片隅には、ほとんど費用のかからない、極めて誠実で、静か

な道具が、確かに存在しています。一部の専門家だけのものだった知

恵が、今は誰の手にも開かれている。世界経済そのものの成長を、

淡々と受け取り続けるための、磨き抜かれた仕組みが、もうそこにあ

る。Aそのことだけは、約束しておきます。

けれど、その道具が何であり、それをどう組み合わせ、どんな配分

で自分の人生に置くのか。その答えは、本書の中にはありません。そ

れは、あなた自身が、自分の数字と向き合い、内省の旅の果てに、自

分の手で出会うべきものだからです。答えを先に知ってしまえば、旅

は終わってしまう。けれど、問いを抱いたまま歩き出せば、その道具

は、いつか必ず、あなたの前に静かに姿を現します。

世界最高の英知は、すでに、どこかに置かれている。

あとは、あなたがそこへ歩いていくかどうか。それだけなのです。
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本当に大切なものは、たいてい、声高には

語られない。私はこれまで、静かに置かれ

ていた何かを、見落としてはこなかっただ

ろうか。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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第 8 章

新NISAは、制度ではなく、静かな設

計を置く器である

ここまで歩んできて、ようやく新NISAという制度が、別の見え方を

し始めるはずです。

新NISAは、非課税で長く運用できるという意味でも、極めて価値の

ある有力な道具です。その事実はまったく揺らぎません。

けれども、制度が良いことと、その制度をうまく使えることは同じ

ではない、ということです。どれほど良い器があっても、その中に置

く形が自分に合っていなければ、長い旅では迷いやすくなります。

だから新NISAを考えるときも、最初に問うべきは「何を買えば得

か」ではありません。

自分はどの基本形（美学）に近いのか、どの程度の揺れなら続けら

れるのか、積立額は生活と無理なく整合しているか。こうした設計の
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土台があって初めて、新NISAは意味を持ちます。

制度は道具です。主役は、常にあなたの生活です。

「枠があるから埋めなければならない」「最大活用しなければ損だ」

という発想は、一見合理的に見えて、しばしば生活者を再び喧騒の論

理へ引き戻します。

本当に重要なのは、「制度の正解」に合わせることではなく、道具を

自分の静かな設計に従わせることです。新NISAは、人生の速度を速め

るための装置ではなく、自分の歩幅で続ける設計を、少しだけ有利に

置くための器なのです。器の中に何を、どんな配分で置くのか。その

中身は、世間の正解でも、誰かに手渡された答えでもなく、あなた自

身が内省の果てに選び取った、静かな設計でなければなりません。中

身を決めるのは制度ではなく、あなた自身の調律です。
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器の大きさに合わせて、自分の歩幅を無理

に広げていなかっただろうか。この道具を

使って、私はどんな安心を手に入れたいの

だろう。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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終 章

最強の正解ではなく、私が帰ってこら

れる場所へ

本書が伝えてきたのは、単純な反対論ではありません。全世界株式

への積立の合理性も、株式の長期成長力も、まったく否定しません。

強いものを強いと認めることは、誠実な出発点です。

ただ、それでもなお、本当に大切なのは、自分にとって「帰ってこ

られる設計」を持つことだと、本書は考えます。

資産形成は、生活の一部であり、長い旅です。旅である以上、ただ

最速で遠くへ行ければよいのではありません。途中で壊れないこと。

荒れた夜にも、自分の場所へ戻ってこられること。そのほうが、はる

かに重要です。

相場が荒れ、他人の声というノイズがうるさく響く時、いつでもこ

の本を読み返し、あなたの心がそっと呟いた言葉たちに戻ってきてほ
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しいのです。

あなたが大切にしたいと願った生活条件。あなたが距離を置こうと

決めたノイズ。あなたにとって最も心地よい美学。それらは、外の世

界がどれほど騒がしくても、あなたをいつでも正気に戻すための、静

かな港（ポート）になります。

港とは、逃げ場ではありません。前に進むために、自分を取り戻す

場所です。

本書を閉じたあと、何か劇的な決断をする必要はありません。すぐ

に興奮して動くことではなく、静かに、愛おしい暮らしへと戻ってく

ださい。

ここで、本書がひそかに願っていることを、最後に一つだけ打ち明

けます。私たちは、流行を追いかけて一喜一憂する人を増やしたいの

ではありません。私たちが心から願っているのは、「本物の資産形成

ファン」が、静かに、一人、また一人と増えていくことです。本物の

ファンとは、誰かの煽りに踊らされる人ではありません。世界最高の

英知を、自分の手で見つけ出して淡々と使いこなし、自分の美学に

従って静かに配り、相場が荒れた夜にも自分の歩幅を崩さず、「これで

いい」と頷いて眠れる人のことです。派手ではありません。けれど

も、こういう人こそが、長い時間の果てに、最も穏やかで、最も揺る

がない果実を手にします。
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うまくいっているときよりも、迷っているとき。平穏な昼よりも、

最悪の夜にこそ、この静かな地平の思想は意味を持ちます。

もしその夜に、あなたが自分の言葉に立ち戻り、「これでいい」と小

さく頷いてスマートフォンを置けるなら、この本はすべての役目を果

たしています。

Quiet Journey は、正解へ急ぐ旅ではありません。自分の歩幅を失

わずに、長く、静かに続ける旅です。そしてその旅には、いつでも

帰ってこられる港が必要です。この『地平』は、その港のいちばん最

初の灯台です。

そしてAもしあなたの胸に、まだ一つの問いが残っているなら。

「では、私自身の設計とは、具体的に、どんな形をしているのだろ

う」。その問いを、どうか消さないでください。それは、この旅がまだ

終わっていない証です。答えは、誰かに手渡されるものではなく、あ

なたが自分の数字と静かに向き合ったとき、自分の手で姿を現しま

す。その対話のための場所は、本書を閉じたその先に、静かに用意さ

れています。
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明日からの私は、資産を増やす前に、何を

減らそう。焦りだろうか、他人との比較だ

ろうか、それとも、情報の取りすぎだろう

か。

心 の ノ ー ト に 、 そ っ と 浮 か べ る つ ぶ や き
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これにて『地平』の旅は完了です。

ここまで読み進めたあなたは、もう「増える話」に振り回されるだ

けの人ではありません。自分の歩幅を、自分の言葉で語れる人になり

つつあります。けれど、先ほどの問いA「私自身の設計とは、具体

的にどんな形か」Aは、まだ言葉のままです。それを、頭の中の言

葉から、自分の数字へと変えていく場所が、この先にあります。

あなたの「悩みすぎない生活の設計」を、実際の家計と心理に落と

し込み、1円単位の厳格なロジックとして可視化・言語化するための、

次の静寂なワーク環境です。

足し算ではなく、贅沢に時間を使う「引き算の美学」。完全な静寂の

なかで、あなたの「最大許容含み損」と「生き方の美学」を確定させ

る7日間のデジタル劇場。そこではじめて、本書が「気配」としてしか

語らなかった、世界最高の英知の正体に、あなた自身の手で出会うこ

とになります。

巻末案内：『地平』から、その先へ
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朝靄の橋を渡り、あなたの人生をセルフアップデートする静かな数

理マトリクスへ。

あなたの「自律の誓い」を、生涯の旅立へと還流させるための入り

口は、以下のリンクからそっと開かれます。急ぐ必要はありません。

心が整った夜に、そっと訪れてください。

朝靄の橋を渡り、メインサイトへ進む

（URL: https://intellectjapan.com ）

もしこの本が、あなたの夜を少しでも静かにしたならAその静け

さを、まだ見ぬ誰かのために、一行だけ言葉にして残していただけな

いでしょうか。あなたのその一言が、今まさに暴落の夜に眠れず、不

安の中でこの本を探している、もう一人の旅人の灯台になります。

＊　＊　＊

最後に、ひとつだけ、そっとお願いを。
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派手な宣伝も、煽りもしないこの静かな本は、読んでくださったあ

なたの言葉だけを頼りに、次の一人へと、静かに手渡されていきま

す。

あなたの旅が、穏やかでありますように。
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C O L O P H O N

この旅の続きは、静かにここに置いています。

急がず、心の向くときに、そっと訪ねてください。

本書（Amazon版）

amazon.co.jp/dp/B0H23SK8NJ

地平の心境

intellectjapan.com/static/chihei.html

地平の呟き

intellectjapan.com/static/tsubuyaki.html


